
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二井坂区自主防災訓練を訪問 
平成 26年 9月 28日（日） 

 

  平成 26年度、各行政区単位で自主防災訓練が行われています。今回「二井坂区」の自主防災訓練

を訪問しました。 

 防災無線での訓練の開始を合図に、住民の皆さんが児童館に集まり訓練が始まりました。「突然の

地震に対し、『どうしたら生き残れるか』いざという時を常に考えて」という宮本区長の話の後、４

色分けしたグループごとに 5つの訓練を体験。各訓練コーナーでは、区役員が参加者へポイントを説

明しながら体験を進めていきました。まさに、自主防災訓練！ 

 二井坂区役員の方々は、昨年・今年と、サポセン登録団体の「愛川町災害ボランティアネットワー

ク（ＡＳＶＮ）」が町との住民提案型協働事業で開催している、『地域密着型災害ボランティア養成講

座』に参加し 防災、減災について学んできたそうです。 

 ＡＳＶＮ、区防災指導員、消防団、消防本部の協力のもと、最後は約 100名の参加者全員で炊き出

しをいただき終了しました。 

 「きょうの訓練から災害に備えるヒントを持ち帰ってほしい。」と、ＡＳＶＮの石田代表の言葉。

「参加してよかった！」「ためになった！」と満足な表情の参加者、多くのヒントを得たようでした。 

当日、民生委員と連携しての要援護者の安否確認の取組や、「かながわシェイクアウト」への参加も行わ

れたそうです。下記の「自主防災訓練」のお知らせは事前に各戸へ配布されたものです。 

水の調達：ゴミ袋に入れて背負うと軽い 

新聞紙スリッパ：参加者に大好評 

ポリ袋で包んでトレイ再利

用 

炊き出し：炊飯袋では雑炊、煮魚も可能 

消火訓練：ポリ袋の水玉で消火 




